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２０１４年９月号 
「主題」 

 国際会長          ：言葉より行動を 

 アジア地域会長    ：未来を始めよう、今すぐに 

西日本区理事      ：「響きあい、ともに歩む To walk together,echoing each other」 

-こころ豊かにワイズ活動を展開し、ワイズスピリットをつないでゆく- 

中部部長          ：「将来を見つめたワイズ活動!」を今やってみよう! 

 プラザクラブ会長  ：「継続するクラブ活動を進めよう!」 

  強調月間・活動  ：【Menettes・各クラブでメンがメネットの参加を促せる来会の企画を!               

メネットは是非来会に参加し、ワイズの醍醐味を味わってください!】 

９月例会および今後の予定案内             ８月例会およびその他活動報告       (敬称略) 

【９月第１例会（南山クラブと合同例会）】 

日時：９月１１日(木)・１８：４５－ 

場所：南山幼稚園 

費用：２，０００円／人 

内容：リーダー激励会 

   大西中部部長公式訪問 

【９月第２例会】 

日時：９月２５(木)・１８：４５－ 

場所：名古屋ＹＭＣＡ会議室 

内容：次月例会の打ち合わせ 

出席義務者：役員（後藤・櫛田・鈴木） 

      １０月担当者（櫛田・鈴木） 

      １１月担当者（後藤・高田） 

【今後の予定】 

1.ＹＭＣＡ夏季プログラム報告・感謝会 

 日時：９月２３日（火・祝）・下記予定、部分参加可 

  第１部 開会礼拝     １４：００－１４：３０ 

  第２部 みんなで歌おう  １４：３０－１５：１５ 

  第３部 ＰＧ報告＆評価会 １５：３０－１７：００ 

  第４部 ＢＢＱ大会    １８：００－２０：００ 

 場所：南山ファミリーＹＭＣＡ 

 費用：１０００円／人＆ＢＢＱ材料や現金 

 申込：所定の「申込用紙」にて９月２３日(土)までに 

2.１０月第１例会 

日時：１０月９日（木）・１８：４５－  

場所：名古屋ＹＭＣＡ会議室 

 内容：「今後のクラブの在り方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役  員 会 員 氏 名 出  席  者 

１ ２ ①②③④⑤⑥⑦ 

 大島 孝三郎 〇 〇 〇〇 

 小澤 幸男  〇  

書記 櫛田 守隆  〇 〇〇 

会長 後藤 猛 〇 〇 〇〇 

 島崎 正剛 〇  〇〇 

会計 鈴木 誉三 〇 〇 〇〇 

 高田 廣 〇 〇  

連絡主事 西野 真希 〇 〇  

ゲスト 万福寺 昭美 〇   

 東田 美保 〇   

     

     

     

諸活動 ①子どもとの釣り会 8/24 

②中部部会 8/31 

 

 

 

 

出席率(％) 100.0 

クラブファンド(円) ・当月／累計 *5000    7000 

10月号寄稿者・後藤(1600-2000字程度) 

11月号・櫛田／12月号・西野／1月号・小澤      

 

【2014-15年度クラブ役員】メネット連絡員・後藤猛/副会長.YMCAサービス・小澤幸男/ブリテン委員長・櫛田守隆/EMC.BF.EF.JWF.メール

委員・大島孝三郎/広報事業・鈴木誉三 /IBC.YEEP・島崎正剛/CS.TOP・高田廣/連絡主事・西野真希   
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8月第1例会報告 

日時:8月7日(木)・18:30-21:00 

場所:ケンボー 

1.連絡事項・後藤 

 (1)パレットキッズとの釣り会 

 日時:8月24日(日)・現地集合10:00 

 参加:大島・櫛田・後藤・島崎・鈴木 

 車乗り合わせはそれぞれで話し合いのこと 

 (2)中部部会 

日時:8月31日(日)・13:00- 

参加:大島・櫛田・後藤・島崎・鈴木? 

 (3)9月第1例会(南山クラブと合同例会) 

 1面参照 

 (4)緊急支援募金 

 パレスチナ・ガザ地区は、イスラエルのロケット弾攻

撃を受けて多くの市民が犠牲になっています。ガザ

YMCA、世界 YMCA 同盟より、現地の人びとを支援する

ため日本 YMCA 同盟を通じて緊急支援の募金が呼び掛

けられましたので、本日の出席者会員1人当たり1000

円(計5000円)を支援する。 

2.懇親会  

 最初は生ビールで乾杯、あちこちのテーブルでたわい

ない話が続き宴もたけなわのころ、我がクラブメンバ

ーの平均年齢 73 歳が話題となり、若手会員の増強を

どうしたらいいのか、の議論が始まった。バブルがは

じけて長いデフレ時代を過ぎた今、世の中特に若者の

価値観、考え方が大きく変わったが、我々は「奉仕」

とは不変であると思い込んで来たのでは、との意見も

ありました。これからのクラブの存亡を充分心して例

会を散会した。 

 

8月第2例会報告 

日時:8月28日(木)・18:45-19:45 

場所:名古屋YMCA会議室 

1.会長連絡事項 

 (1)ジャガイモ・カボチャ販売 

 ・ジャガイモ@1700/箱 カボチャ@2400/箱、納品 10

月中旬の予定 

 ・ジャガイモ16箱 カボチャ10箱 発注 

 (2)かみさわ保育園支援金 

 名古屋クラブ千賀会長より南山、プラザの3クラブで

3000 円/人寄付をして書庫を贈呈したい、との相談が

あり賛同することにしました。依って会員7人分を徴

収、21000円を西野連絡主事に託す。 

 (3)ガザ地区支援金 

 第1例会欠席の櫛田・小澤さんから各 1々000円を徴収

し西野連絡主事に預ける。 

 (4)中部部会参加 

 ・参加者は大島・櫛田・後藤・島崎・鈴木の5人 

 ・会費は受付で支払うこと 

 (5)9月第1例会(南山クラブと合同例会) 

 詳細は1面参照 

 (6)10月第1例会 

 「今後のクラブの在り方」について話し合いますので、

それぞれ自分の考え方をまとめ、短く、簡単に、分か

り易く説明できるようにしておいてください。 

2.メール委員連絡事項 

 (1)西日本区大会での賞状紹介 

 ・ノンドロップ賞 

 ・出席率90%以上達成賞 

 (2)メール伝達方法 

 今後、各所から受信するメールを漏れなく全会員に伝

えるため、アドレスのある方には転送、ない方にはFAX.

電話等で連絡をします。 

3.第3回陶芸教室開催・櫛田 

 日時:9月27日(土)・10:00-16:00 

 場所:佐渡山工房(土岐市) 

 費用:5000 円/人(制作個数問わず、土捏ね・素焼き・

釉薬掛け・本焼きまで) 

 参加:グランパス3人、プラザ3人 

4.YMCA連絡事項・西野 

 (1)夏季プログラム報告・感謝の会 

詳細1面参照  

◆申込締切日は9月20日(土)12:00までです。 

 (2)第1回名古屋YMCA大会開催 

 開催日は11月29日(土)ですが、時間、場所、費用な

どは後日連絡とのこと。 

 

子どもたちと釣りをする 

今年は雨の日が多い。8月24日、大島、鈴木さんを乗

せた車が中央道の中津川インターを下りたころ、ポツポ

ツと細かい雨が降りだしたが、現地はくもりでますまず

の天気である。早速、後から来た後藤、島崎さんの5人

で竿に仕掛けを結び、池にイワナとマスを4Kg入れても

らい子どもたちを待つ。 

子ども12人、リーダー10人、スタッフ2人の総勢24

人が9時半に到着した。あいさつが終わり、後藤さんが

餌の付け方から、釣り方、トラブルの対処法など竿を片

手に優しくレクチャーする。 

 釣りはじめは入れ食いだったが、30分もすると魚も危

険を察知したのか、餌に見向きもしなくなり、ついに全

く釣れなくなった。 
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 流れを止めて池の水を抜いてもらい、「つかみ取り」に

切り替える。水が引いて底が見え始めると ズボンをた

くし上げて靴を履いたままの子どもたちが、一斉に入る。

飛び跳ねる魚を追いかける子、岩陰にもぐった魚を引き

ずり出す子、魚も子どもも泥まみれのバトルが続いた。 

 

 獲物はリーダーがナイフを使い危なっかしい手つきで

さばき、鈴木さんが串打ちをして、後藤、島崎さんが塩

を振ってバーベキューコンロで立てて焼く。                      

  

       

 日和田からおにぎりとデザートが到着した。さぁ食事

の時間、じっくりと焼いたイワナ、ニジマスはこんがり

とあめ色に仕上がって美味しそう。自ら釣ったり、掴ん

だりした魚を食べるのも格別、もう一つとおかわりする

子もいる。どうぞ、どうぞ召し上がれ。   

 

 雨は降らなかった。楽しかったですか、またね。 

    

 

中学の同期会 

 今から6年ほど前、「久しぶりの同期会をやろう」との

提案がSi君からあった。名古屋市立前津中学の8回生の

同期会である。前津中学は名城・栄・大須の3学区から

構成されている。Si 君の住まいは名城学区内にあるが、

岐阜県垂井の小学校卒業後、前中に通った人である。大

須出身のHo君と名城出身の私Ooに声がかかり、とりあ

えず3人が寄り合って古希(数え年70歳)を記念して開催

することを合意した。もう1人栄出身のSu君に声をかけ

たところ、全員が卓球部の仲間という結果となり大変ま

とまりが良かった。  

 それからは頻繁に母校に近い上前津のローズコースト

ホテルで発起人幹事会を立ち上げた。まず、A 組から I

組までの9クラスからクラス代表をはじめ2～3名ずつで

20数名が毎回定例幹事会に出席する。初めのうちは毎月

最終土曜日に食事を交えながら打ち合わせを行った。一

部に顔と名前が一致しないメンバーもあったが、次第に

分かりあえてきた。この幹事会自体が親睦会そのもので

あった。 

 最初の代表幹事に大須の Ho 君が推薦され満場一致で

決定した。Ho君の奥方はバレー部出身の同期生で、2人

とも明るく社交的な性格であり、大須商店街に店舗をか

まえているため同期生がよく立ち寄り、ダブルで情報が

集まる条件が備わっている。ここからは彼のリーダーシ

ップで計画がすすめられた。 

2009年5月の第2日曜日、ローズコーストホテルで開

催する。午前11時にホテルに集合して母校を訪問、校庭

と体育館の見学は事前に許可を取った。最近の学校の生

徒数と校外活動の成果を質問する。これには、人数以外

は答えをもらえなかった。合唱部の有志を呼んで同期会

で一緒に校歌を歌おうと提案したが断られた。記念品の

贈呈を提案したが、これも断られた。 

住所の判る約400名に往復はがきを送った。住所不明

の人の為に、中日新聞の広告を載せたが、問い合わせは

1 名であった。それだけ名簿が整っていたのかもしれな

い。当日にホテルのロビーで昔の写真をボードに掲示し

た。受付は全クラスから1名ずつが出た。1クラス67名

掛ける9クラスで603名、うち127名と恩師3名の計130
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名が出席した。  

次の開催は 3 年後の 2012 年、会場は前と同じホテル

だった。代表幹事は最初の提案者Si君。流れも大体同じ

で幹事会も気楽に出来た。出席者は100名であった。こ

の3年間に5～6名が亡くなっていた。 

 その後2年経った今年の6月に私Ooは代表幹事を務め

た。この間にもやはり5～6名が亡くなっていた。会場は

気分を変えてとの提案から3ヵ所の候補を下見した。ホ

テルオークラレストランを仮予約し、2 回ほど幹事会を

そこで開いた。しかし、地下鉄の丸の内または市役所の

両方から共に 15 分もかかり名古屋駅経由で来る地方の

人には不便であり、急遽仮予約を解消し駅前のキャッス

ルプラザに変更した。駅からユニモールの地下街を通り

10分足らずで来られて変更は喜ばれた。事前に撮影する

集合写真についてホテル側と下見や打ち合わせを重ね、

当日参加者全員にプリント配布も出来た。準備の努力の

甲斐あってか、出席者も恩師3名を含め96名と予想以上

に多数の出席があり、今回も皆さんの元気な姿、近況の

交換、互いの健康を願って次回の再開を約してお開きと

なった。次の代表幹事は栄のSu 君が喜寿(77 歳)を記念

しての2年後に準備してくれることを期待している。 

(大島 孝三郎) 

 

聖書の言葉 

【さて、弟子たちの間に、自分たちの中で、だれが1番

偉いかという議論が持ち上がった。しかしイエスは、彼

らの心の中の考えを知っておられて、ひとりの子どもの

手を取り、自分のそばに立たせ、彼らに言われた。「だれ

でも、このような子どもを、私の名のゆえに受け入れる

者は、わたしを受け入れる者です。また、わたしを受け

入れる者は、わたしを遣わされた方を受け入れる者です。

あなたがたはすべての中で1番小さい者が1番偉いので

す。」(ルカによる福音書9.46-48)】 

【『偉さを競う弟子たちの世界とは違い、イエスの世界は

誰とも比較することなく、あるがままのあなたを、私を

そのまま愛してくださるのです。次に小さい者が受け入

れられる世界、数にも入れてもらえない、そんな子ども

も神にとってはかけがえのない存在なのです。そして、

互いに受け入れ合う世界、受け入れてくれと相手に要求

する世界ではなく、まず自らが一番小さい者であること

を受け入れる、ということから来る世界です。私が小さ

い者である時、神においては大きな存在とされます。最

も小さい時、最も大きくされるのです。』 (webより)】 

【8月27日付の各紙朝刊は「ガザを実効支配するイスラ

ム原理主義組織ハマスとイスラエルは26日、エジプト政

府の仲介により本格停戦で合意した。7月から2ヶ月近

く続いた双方の衝突は当面、停止する見通しになった」

と伝えている。その間ガザ地区の住民2140人(うち子ど

も490人余)が死亡し、負傷者は1万人以上と見られてい

る。「このたび人道的立場から、ガザ地区にあるガザYMCA

ならびに(イスラエルも加盟する)世界 YMCA 同盟より、この

悲惨な状況下にあるガザ地区の人びとを支援するため緊

急支援募金が呼び掛けられました」(日本YMCA同盟作成「パ

レスチナ・ガザ地区緊急支援募金」チラシより)】 

 

中部部会速報 

 四日市クラブが主催する第18回中部部会は8月31日、

中部地区クラブ員80余人ほか西日本区役員など150人を

集め、四日市都ホテルで開かれた。第1部はバナー・セ

レモニー、大西部長、来賓のあいさつと続き中部評議会・

メネット会報告で終わる。 

 第2部は、自衛隊3等陸佐小田氏がスライドを使い、

東日本大震災直後に行った救助活動の様子を克明に講演

する。子どもを抱えたまま瓦礫に埋まっていた母親のく

だりでは、目頭をそっと押さえるご婦人方の姿があった。 

  
(開会式のバナー・セレモニーでプラザ旗を掲げる後藤会長) 

  
(中部の役員紹介で島崎EMC主査が舞台に並ぶ) 

 

 第3部は懇親会、島崎さんは役員のテーブルでわれわ

れ4人は名古屋クラブと一緒に乾杯する。5時半散会。 


